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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
剣

術
の
う
ち
、
世
界
中
に
広

ま
っ
て
い
る
流
派
が
あ
る
。

そ
れ
が
北
辰
一
刀
流
だ
。
韓

国
で
は
杉
並
区
の
玄
武
館
が

教
え
、
か
つ
て
千
住
で
灸
治

院
を
営
ん
で
い
た
千
葉
家
が

後
援
す
る
北
辰
一
刀
流
兵
法

道
場
は
ド
イ
ツ
に
継
承
者
を

誕
生
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
北
辰
一
刀

流
の
源
流
に
つ
い
て
、
授
か

る
免
状
に
は
小
野
派
一
刀
流

中
西
派
と
北
辰
夢
想
流
の
合

伝
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
西

派
は
い
ま
も
古
武
道
協
会
に

そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
が
、

北
辰
夢
想
流
は
そ
の
存
在
さ

え
も
幻
で
は
な
い
か
と
議
論

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

北辰夢想流巻物三巻（畠山隆氏蔵）

千
北
辰
一
刀
流
の
源
流
、北
辰
夢
想
流
に
つ
い
て

�

あ
さ
く
ら
　
ゆ
う

　

今
回
、
は
か
ら
ず
も
宮
城
県
加
美
町
の

畠
山
隆
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、
北
辰
夢
想

流
の
免
状
三
巻
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

北
辰
夢
想
承
序

夫
剣
術
為
二
肝
要
一
事
者
治
二
国
家
ヲ
一
而
成
二

安
性
ヲ
一
矣
論
ㇾ
時
全
ㇾ
即
雖
ㇾ
然
不
バ
ㇾ
有
二

神
妙
之
極
ニ
一
如
ㇾ
何
可
ㇾ
得
ㇾ
之
哉
于
ㇾ
爰

山
上
角
之
進
迚
村
雨
一
流
ノ
剣
術
有
二
達
人
一

予
同
流
同
門
也
所
ㇾ
然
彼
ㇾ
と
仕
合
被
二
仰

付
一
於
テ
二
君
前
一
上
覧
之
砌
彼
ノ
角
之
進
打
勝

予
其
無
念
微
二
肖
心
一
不
ㇾ
得
二
止
事
一
倩
テ

按
一（
二
）
事
ノ
情
一
予
適
得
二
人
性
一
乍
ㇾ
生
二
弓

馬
ノ
家
ニ
一
于
ㇾ
楽
為
二
打
負
一
事
武
門
恥
辱

所
ㇾ
穢
二
家
名
一
之
也
此
上
者
不
ㇾ
有
三
神
明

仏
陀
ノ
得
二
加
護
ヲ
一
者
再
ヒ
被
ㇾ
呼
二
千
葉
某
ト

一
事
是
不
難
哉
亦
先
言
不
二
堅
固
一
者
後
世
之

恐
ㇾ
嘲
自
余
以
来
遂
二
一
世
不
犯
一
妙
現
神
社

参
詣
而
懲
テ
二
至
心
一
捧
二
願
書
ヲ
一
礼
拝
崇
敬

百
ケ
日
雖
諭
ㇾ
更
無
ㇾ
得
二
其
奉
持
一
自
尓
己

来
於
二
社
檀
一
乍
ㇾ
唱
二
法
号
一
令
二
通
夜
一
尽

ス
二
剣
術
御
手
練
一
所
ㇾ
然
正
月
十
八
日
ノ
夜

真
眠
之
内
自
二
北
方
一
童
子
来
而
告
テ
曰
ク
善

哉
々
々
汝
祈
誓
之
旨
趣
最
深
ク
所
ㇾ
感
也
猶

懲
二
至
心
一
可
ㇾ
為
二
通
夜
一
速
ニ
志
願
可
ㇾ
満

也
霊
験
妟
シ
見
と
哉
と
北
方
の
神
童
迫
ㇾ
是

給
者
不
思
議
乎
黒
雲
来
而
御
姿
者
為
ㇾ
上

給
自
ㇾ
爾
拝
二
北
方
一
者
空
中
破
軍
星
赫
然

皓
而
所
ㇾ
達
ㇾ
拝
之
猶
天
地
一
同
震
動
而
壹
ツ

之
火
玉
飛
来
轉
リ
枉
ウ
形
勢
不
ㇾ
負
二
電
光
激

ス
ル
ニ
一
火
曜
日
輪
送
而
破
軍
星
忽
然
シ
テ
黒
龍

と
現
彼
火
玉
見
而
捲
上
二
是
一
上
剣
一
炎
吐
飛

掛
者
火
玉
者
其
光
修
乱
而
如
シ
二
百
千
ノ
雷

鳴
ノ
一
其
在
様
膽
魂
失
而
磈
モ
崩
難
ㇾ
有
拝
内

神
龍
右
轉
神
火
右
左
迫
リ
神
龍
ハ
炎
ヲ
吐
掛

神
火
焱
ヲ
発
シ
飛
ヒ
枉
ウ
形
勢
物
冷
敷
見
ㇾ
之

内
神
龍
と
二
神
火
一
共
合
躰
而
八
頭
ノ
龍
ト
化

由
来

　

北
辰
夢
想
流
の
存
在
は
明
治
中
期
よ
り

編
纂
さ
れ
た
『
千
葉
周
作
伝
草
稿
』（
宮
城

県
立
図
書
館
蔵
）に
記
載
が
確
認
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
荒
谷
村
（
現
宮
城
県
大

崎
市
）
久
光
源
之
丞
氏
の
調
査
と
し
て
、

　

現
今
荒
谷
千
葉
家
ニ
遺
ル
モ
ノ
左
ノ
如
也

　

○
北
辰
夢
想
流
発
元
旦�

一
本　

　

○
同
上　

組�

一
本　

　

○
同
上　

印
歌
（
承
序
）�

一
本　

そ
の
許
状
に
は

北
辰
尊
星
―
妙
見
菩
薩
―
千
葉
吉
之
丞
―

桑
折
市
左
衛
門
（
印
）
―
宝
暦
二
壬
申
正

月
十
八
日　

小
田
嶋
幸
右
衛
門
殿

と
あ
り
、
追
記
で

　

�

当
然
、
小
田
島
家
（
不
詳
）
ニ
ア
ル
ベ

キ
モ
ノ
ヲ
如
何
ナ
ル
故
ニ
カ
千
葉
吉
之

丞
ノ
後
ニ
ア
リ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
年
代
を
窺

う
に
、
千
住
千
葉
家
の
戸
主
を
千
葉
さ
な

の
養
子
、
正
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
以
前
で
あ
る
こ

と
が
解
る
。

　

こ
の
う
ち
印
歌
の
承
序
に
お
い
て
、
千

葉
家
の
伝
承
が
今
の
千
葉
家
の
歴
史
と
な

る
こ
と
を
知
る
上
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
そ
の
全
文
を
掲
出
す
る
。
な
お
、

こ
の
巻
は
そ
の
後
、
印
歌
（
印
可
）
の
項

と
な
り
、
小
田
嶋
幸
右
衛
門
に
伝
授
し
た

と
さ
れ
る
。
千
住
の
由
来
も
一
説
に
「
千

葉
住
村
」
と
あ
る
よ
う
に
、
北
辰
夢
想
流

千
葉
家
の
歴
史
が
今
後
の
千
葉
氏
研
究
に

資
す
れ
ば
幸
い
だ
。
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千
柳
館
発
行
『P
G

SR

＝o
n
 A

L
B

U
M

』

―
明
治
四
十
五
年
　
北
千
住
発
地
方
視
察
の
思
い
出
―

　

当
館
で
は
、来
年
三
月
か
ら
花
畑
の
千
ヶ

崎
悌
六
に
関
す
る
展
示
を
行
う
。
千
ヶ
崎

悌
六
は
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
と
親

し
く
交
わ
り
、
足
立
区
立
第
十
三
中
学
校

で
英
語
の
教
師
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

展
示
に
向
け
て
、
千
ヶ
崎
家
の
資
料
を
調

査
す
る
中
で
、
明
治
の
足
立
に
関
す
る
興

味
深
い
資
料
を
発
見
し
た
の
で
、
こ
こ
で

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

千
住
に
は
、
柳
下
邦
三
・
栄
之
助
兄
弟

が
明
治
三
十
五
年
に
開
業
し
た
千
柳
館
と

い
う
写
真
館
が
あ
っ
た（
詳
し
く
は
、『
足
立

史
談
』
五
五
六・五
六
七・五
六
八・五
七
〇

号
参
照
）。
こ
の
千
柳
館
が
発
行
し
た
ア
ル

バ
ム
が
千
ヶ
崎
家
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て

い
た
。

　

ア
ル
バ
ム
の
名
前
は
『PGSR

＝on 
A
LBU

M

』
で
、
Ｂ
５
版
程
度
の
横
帳
で

あ
り
、
一
頁
に
一
・
二
枚
の
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、

「PGSR

」
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。

本
書
の
冒
頭
に
は
、
編
者
柳
下
邦
三

の
は
し
が
き
が
あ
る
。
読
み
や
す
く

す
る
た
め
句
読
点
を
加
え
て
、
全
文

を
掲
載
し
よ
う
。

　

は
し
が
き

同
行
ノ
紳
士
淑
女
百
三
拾
名
、
手
ヲ

携
ヘ
テ
、
明
治
四
十
五
年
五
月
一
日

北
千
住
ノ
駅
ヲ
発
シ
テ
、
地
方
視
察

ノ
途
ニ
上
ル
。
気
候
ハ
温
和
ニ
天
気

晴
快
ニ
行
ク（
マ
マ
）々
、
皇
祖
ノ
大
廟
琴
平

ノ
奥
社
ヲ
初
メ
、
至
ル
処
ノ
神
社
仏

閣
ヲ
奉
拝
シ
、
商
工
農
事
ノ
視
察
ヲ

遂
ゲ
、
名
所
旧
蹟
亦
残
リ
ナ
ク
賞
愛

シ
、
就
中
、
瀬
戸
内
海
ノ
横
断
、
木

曽
路
跋
踄
ハ
全
ク
団
員
狂
喜
雀
躍
、

遂
ニ
千
弐
百
余
哩
ノ
行
程
ハ
十
二
日

間
ニ
渉
リ
、
只
愉
快
ノ
二
字
ヲ
以
テ

（
歴
史
研
究
家
）

シ
五
組
之
乗
リ
ㇾ
皆
走
リ
給
と
見
而
夢
者
忽
然

と
覚
即
チ
九
二
拝
於
神
殿
一
是
併
シ
是
社
大
志

願
成
就
之
奇
瑞
也
乎
帰
依
ノ
成
ㇾ
思
ヲ
即
予

按
ニ
ㇾ
是
火
玉
と
二
黒
龍
一
左
右
江
巻
争
有
様

者
如
ク
ㇾ
水
成
ル
故
ニ
見
ㇾ
之
得
者
入
身
得
ㇾ

術
ヲ
亦
八
頭
ノ
見
ㇾ
我
ヲ
壹
ツ
ノ
得
タ
リ
二
太
刀
組

ヲ
一
亦
自
ㇾ
夫
毎
日
百
座
ノ
修
二
霊
符
ヲ
一
而
恭

敬
尊
究
メ
于
ㇾ
然
雖
ㇾ
有
哉
頃
モ
六
月
廿
八
日

夜
半
ニ
到
而
社
檀
頻
ニ
鳴
動
而
二
童
子
現
ㇾ
給

イ
託
シ
テ
曰
ク
汝
不
ㇾ
知
哉
我
者
是
妙
現
之
両

童
訪
笑
授
果
也
汝
信
仰
堪
成
故
今
授
二
与

之
一
宣
而
星
眼
之
伝
二
妙
術
一
給
予
夢
心
地
ニ

テ
拝
ハ
ㇾ
之
何
鹿
走
給
而
弊
白
包
残
ル
猶
皈
依

之
成
ㇾ
思
ヲ
自
ㇾ
介
己
来
三
七
日
断
食
而
捧
二

弊
白
一
備
テ
二
供
物
一
金
輪
北
斗
之
修
シ
二
秘
法
一

碎
二
肝
膽
ヲ
一
而
尚
為
二
祈
誓
一
者
三
月
十
八
日

千
日
満
ス
ル
夜
ノ
暁
キ
白
髪
ノ
老
翁
忽
然
予
現
二

枕
本
ニ
一
論
而
託
メ
曰
ク
善
哉
々
々
我
者
是
北

辰
星
王
也
汝
深
ク
信
カ
故
ニ
今
授
二
与
之
一
悉

ク
二
秘
法
之
於
大
事
一
伝
給
眕
内
登
天
給
拝
二

其
尊
究
一
者
八
輻
金
輪
ノ
具
二
足
妙
相
一
光
明

赫
然
而
巳
給
と
見
得
夢
者
覚
夜
ハ
半
明
到

難
有
哉
瑞
気
涙
絡
ㇾ
仏
二
承
二
瑞
夢
一
事
不
ㇾ

捨
二
給
愚
身
ノ
一
念
ヲ
一
事
是
全
ク
因
二
北
辰
尊

星
妙
現
大
菩
薩
ノ
加
護
一
之
也
依
而
崇
敬
而

ㇾ
之
ヲ
号
テ
北
辰
夢
想
流
ト
云
爾
今
以
人
之
因

二
厚
望
一
傳
ウ
ㇾ
之
予
ハ
但
大
願
成
就
之
今
ㇾ
知

二
徳
ヲ
而
一
己
。

和
歌

　

何
廉
に
心
の
や
ミ
の
雲
晴
と

　

て
ら
さ
せ
給
ふ　

千
葉
の
星
月

�

（
後
略
）
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充
サ
レ
畢
リ（

マ
マ
）ス
。
此
快
事
、
豈
何
物
ノ
紀

念
カ
ナ
ク
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
ト
ア
リ
テ
、

茲
ニ
本
帖
ノ
綴
製
ト
成
リ
ヌ
。
只
憾
ム
ラ

ク
ハ
、
急
製
ノ
際
、
撮
影
意
ノ
如
ク
ナ
ラ

ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
乞
フ
、
之
ヲ
諒
セ
ヨ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

編
者
誌
ス

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
、

全
国
の
神
社
仏
閣
・
商
工
農
事
・
名
所
旧

蹟
を
視
察
す
る
た
め
、
一
三
〇
名
の
大
人

数
で
、
明
治
四
十
五
年
五
月
一
日
に
北
千

住
を
出
発
し
、
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
視

察
旅
行
を
続
け
た
一
団
の
記
念
の
た
め
に

作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ア
ル
バ
ム
の
末
尾
に
は
、
参
加
し
た

一
二
六
人
の
名
簿
が
申
し
込
み
順
で
記
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
北
千
住
駅
長
・
付
き
添

い
医
師
・
付
き
添
い
看
護
婦
が
そ
れ
ぞ
れ

１
名
ず
つ
記
載
し
て
あ
る
。
写
真
を
撮
影

し
た
柳
下
邦
三
も
参
加
者
の
中
に
名
を
連

ね
て
お
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
合
計
は

一
二
九
名
と
な
る
。
は
し
が
き
に
一
三
〇

名
と
あ
る
の
と
異
な
る
が
、
こ
れ
は
き
り

の
い
い
数
字
に
し
た
の
か
、
名
簿
に
一
名

漏
れ
が
あ
る
の
か
定
か
で
な
い
。

　

ア
ル
バ
ム
は
、
邦
三
が
依
頼
業
務
の
一

つ
と
し
て
撮
影
し
た
と
考
え
る
の
が
普
通

だ
が
、
邦
三
の
名
が
申
し
込
み
順
の
位
置

に
あ
る
の
で
、
視
察
旅
行
に
参
加
し
た
邦

三
が
た
ま
た
ま
撮
影
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
奥
付
に
は
「
写
真

師　

千
柳
舘　

柳
下
邦
三
謹
製
」
と
あ
り

非
売
品
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旅
行

参
加
者
に
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実

際
、参
加
者
の
名
簿
に
は
千
ヶ
崎
源
四（
悌

六
の
二
代
前
の
当
主
）
の
名
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
源
四
が
旅
行
に
参
加
し
て
い
た
か

ら
千
ヶ
崎
家
文
書
に
こ
の
ア
ル
バ
ム
が
伝

来
し
た
の
で
あ
る
。

　

参
加
者
の
居
住
地
の
内
訳
は
、
別
表
の

通
り
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
千
住
を

中
心
に
区
内
各
所
か
ら
多
く
の
人
間
が
参

加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
区

内
の
み
な
ら
ず
、
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川

な
ど
か
ら
の
参
加

者
も
多
く
み
ら
れ

る
。
参
加
者
の
中

に
は
、
千
住
の
名

倉
謙
三
を
は
じ
め

と
し
た
区
内
旧
家

関
係
者
の
名
も
多

く
見
え
る
。

　

次
に
、
ア
ル
バ

ム
に
載
っ
て
い
る

写
真
の
内
訳
を
列

記
す
る
。

　

�

◦
北
千
住
停
車
場　

◦
団
員
北
千
住
出

発　

◦
熱
田
神
宮
　
◦
山
田
駅
の
団
員

　�

◦
伊
勢
二
見
か
浦
　
◦
伊
勢
宇
治
橋
の

集
合
　
◦
伊
勢
大
神
宮
御
橋
　
◦
伊
勢

内
宮
　
◦
奈
良
春
日
神
社
山
門
　
◦
奈

良
三
笠
山
の
小
憩
　
◦
奈
良
ノ
鹿

　�

◦
一
向
ノ
乗
船
加
茂
川
丸　

大
阪
安
治

川
口　

◦
栗
林
公
園
ニ
於
ケ
ル
団
員
其

一　

◦
其
二
　
◦
高
松
栗
林
公
園
其
一

◦
高
松
栗
林
公
園
　
◦
讃
岐
金
刀
比
羅

神
社　

◦
金
刀
比
羅
奥
社
　
◦
琴
平
宮

額
堂
　
◦
大
井
川
丸
上
甲
板
　
◦
安
芸

宮
島　

◦
宮
島
の
風
景
　
◦
安
芸
厳
島

千
畳
閣
及
五
十
塔
　
◦
宮
島
千
畳
閣
内

◦
広
島
市
浅
野
泉
邸
　
◦
広
島
城
　

　�

◦
京
都
嵐
山
ノ
風
景
　
◦
京
都
清
水
舞

台
　
◦
木
曽
の
渓
流
　
◦
昼
の
つ
か
れ

◦
長
野
善
光
寺
　
◦
本
願
尼
公
　
◦
実

業
視
察
団
発
起
人
及
幹
事

　

写
真
の
内
容
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
か

な
り
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
視
察
旅
行
を

行
っ
て
い
る
。掲
載
さ
れ
た
写
真
に
は「
実

業
視
察
団
発
起
人
及
幹
事
」
と
い
っ
た
表

記
も
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ

た
目
的
の
視
察
だ
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で

な
い
。
あ
る
い
は
、
視
察
と
銘
打
っ
た
親

睦
旅
行
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

発
起
人
や
幹
事
の
名
前
も
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
四
十
五
年
と
い
う

時
期
に
、
足
立
区
内
の
人
々
が
こ
れ
ほ
ど

の
規
模
で
視
察
旅
行
を
行
っ
た
と
い
う
事

実
は
興
味
深
い
。

地区別参加者内訳
区　内 区　外（続き）
地名 人数 浅草区田町 1

千住町一丁目 1 浅草区仲見世 3
千住町二丁目 9 南葛飾郡大木村 1
千住町三丁目 4 鐘ヶ淵 3
千住町四丁目 2 神田区三崎町 1
千住町五丁目 5 北葛飾郡高野町 1
千住町中組 24 北多摩郡千歳村 1
千住町元二丁目 1 北豊島郡板橋町 1
北千住駅前 2 地方橋場 1
西新井村元木 19 下谷区上車坂町 1
西新井村 3 下谷坂本町 1
渕江村 7 下谷龍泉寺町 1
渕江村保木間 1 千駄ヶ谷 1
綾瀬村 1 東葛飾郡流山町 1
綾瀬村五反野 1 本郷区真砂町 1
江北村 2 本郷区森川町 2
花又（畑）村 2 本所区須崎村 1

合計 84 本所区長岡町 1
南埼玉郡青柳 3

区　外（右へ続く） 南埼玉郡蒲生村 4
地名 人数 南埼玉郡川柳村 1

南綾瀬村 1 南埼玉郡八幡村 2
南綾瀬村上千葉 1 南千住町 2
浅草区像潟町 1 神奈川県 2
浅草区田原町 2 合計 37

�

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
　
佐
藤
貴
浩
）
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常善院の二体の大師像　
左：（壱番）は合掌している伝・興教大師像

四し
か
り
ょ
う

箇
領
二に

じ
ゅ
う
い
ち
か
し
ょ

十
一
ヶ
所
と
瓦
大
師
（
下
）

―
四
箇
領
二
十
一
ヶ
所

�
霊
場
外
の
瓦
大
師
―

小
　
川
　
政
　
秋

　

四
箇
領
二
十
一
ヶ
所
の
大
師
像（
瓦
大
師
）

以
外
に
も
、
同
じ
製
法
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

大
師
像
が
存
在
す
る
。

常
善
院（
足
立
区
大
谷
田
一
ノ
三
三
ノ
一
五
）

大
師
堂
内
の
壹
番
と
札
番
無
し
（
不
明
）
の

二
体
の
大
師
像
。
壹
番
は
興
教
大
師
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
と
の
事
だ
が
、
興
教
大
師
像
の

手
印
は
合
掌
で
は
な
く
両
袖
を
組
ん
で
手
印

を
隠
し
て
い
る
お
姿
が
一
般
的
で
あ
る
。
常

善
院
は
、
興
教
大
師
を
中
興
の
祖
と
す
る
真

義
真
言
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら
伝
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

柳
野
稲
荷
神
社（
足
立
区
佐
野
一
ノ
一
四
）

土
地
区
画
整
理
事
業
で
改
築
し
新
し
い
弘
法

大
師
堂
内
に
、
阿
弥
陀
如
来
（
旧
川
端
坊
本

尊
か
）
を
中
尊
と
し
、
向
か
っ
て
左
側
に
厨

子
に
収
め
ら
れ
た
大
師
像
を
祀
り
、
右
側
に

彩
色
さ
れ
た
大
師
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

彩
色
さ
れ
た
大
師
像
の
台
座
は
大
谷
田
常

善
院
の
札
番
不
明
の
大
師
像
の
台
座
と
同
じ

形
状
な
の
で
瓦
大
師
と
推
定
さ
れ
る
。

大
仙
寺（
草
加
市
浮
塚
七
四
一
）
大
師
堂
内

の
大
師
像
は
、
荒
綾
八
十
八
ヶ
所
の
両
河
講

に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
大
師
像
で
、
お
顔
が
違

う
が
瓦
大
師
と
思
わ
れ
る
。

西
福
寺（
八
潮
市
南
後
谷
八
六
八
）
大
師
堂

内
の
大
師
像
も
、
衣
に
付
け
た
筋
が
塑
像
ら

し
く
、
瓦
大
師
で
あ
ろ
う
。

大
経
寺（
八
潮
市
八
條
三
八
七
七
）
の
大
師
堂

内
の
大
師
像
は
、
顔
形
が
全
く
他
と
は
異
な

る
が
、
手
に
五
鈷
杵
を
持
っ
て
い
る
大
師
像

で
あ
り
、
大
師
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
事

か
ら
瓦
大
師
と
思
わ
れ
る
が
、
昨
年
訪
れ
た

時
に
は
堂
内
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
先
の

東
日
本
大
震
災
で
崩
壊
し
た
と
思
わ
れ
る
。

下
新
田
稲
荷
神
社（
三
郷
市
高
州
一
ノ
二
八

九
）
硯
大
師
と
云
わ
れ
る
向
山
寺
の
大
師
像

（
五
番
札
所
）
が
以
前
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

下
新
田
稲
荷
神
社
の
境
内
の
大
師
堂
内
に
も

白
い
瓦
大
師
が
あ
る
。

西
福
寺（
三
郷
市
戸
ヶ
崎
二
ノ
六
二
ノ
一
）

瓦
大
師
の
近
く
に
瓦
屋
さ
ん
が
造
っ
た
（
習

作
）と
い
わ
れ
る
白
い
瓦
大
師
像
が
あ
る
が
、

お
顔
は
下
新
田
稲
荷
神
社
の
大
師
像
に
よ
く

似
て
い
る
。

�

―
つ
づ
く
―　
　
　

�

（
葛
飾
区
在
住
）

【
向
山
寺
に
つ
い
て
】（
つ
く
ば
市
高
見
原
二
ノ

一
一
ノ
七
）
元
松
戸
市
松
戸
字
向
山
に
あ
っ
た

お
寺
で
あ
る
。
松
戸
・
金
町
・
三
郷
・
吉
川
等

の
地
に
お
い
て
、弘
法
大
師
の
信
仰
の
上
に「
守

大
師
」
と
呼
ば
れ
絶
大
な
信
徒
支
持
を
得
て
い

た
と
い
う
高
洲
の
「
三
弘
大
師
教
会
」
の
開
山

主
秀
音
の
三
女
妙
響
を
開
山
主
と
し
、
昭
和

四
十
八
年
に
つ
く
ば
市
へ
移
転
し
た
。

注
記

　
こ
の
霊
場
は
活
動
を
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

御
朱
印
を
頂
く
事
も
出
来
ま
せ
ん
。
霊
場
の
存

在
す
ら
ご
存
知
な
い
寺
院
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
参
拝
の
折
は
、
ご
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

柳野稲荷神社
彩色された像

大仙寺
両河（川）講による奉納

西福寺（八潮市） 大経寺 下新田稲荷神社 西福寺（三郷市）


